
令和２年度学生懸賞論文選考結果 
 

 
 

 令和2年度学生懸賞論文に11篇の応募があり、専門審査および教授会の議を経て 

以下のとおり決定いたしました。 

 

記 

 

≪特 選≫    該当者なし 

 

≪入 選≫     該当者なし 

 

≪佳 作≫    6 篇 

 

栗原 幸海（商学科３年） 

ＣＶＰ分析の理論に対する反例 

～吉野家ホールディンクスの財務分析を通して～ 
 

平野 有紀（経済学科４年） 

双曲線正割分布を仮定したＶａＲ推定とブートストラップ法の比較分析 
 

吉田 千裕（経済学科３年） 

＜共同執筆：前畑 薫乃、松岡 花、松尾 光玖、淀川 真央＞ 

新型コロナウイルス感染拡大が消費に与えた影響 

―家計調査を用いた分析― 

 

渡邊 拓実（経済学科４年） 

                食糧問題の全容と課題 

 

白石 日香里（英米学科３年） 

Gatsby という虚構の中の真実 

 

岡田 和之（商学科３年） 

＜共同執筆：梅山 隆博、竹下 知志、粟坂 挙史郎＞ 

短期間で形成された組織が、他組織に模倣されないものとなりうるには 

 

ほか奨励賞 5 篇 

以上 

 

令和 3 年１月 6 日  

図書館長 矢野 謙一 

 

令和 2 年度学生懸賞論文表彰式（お知らせ） 

日 時：令和3年1月20日（水）15：00 ～ 

会 場：図書館１階ラーニング・コモンズ 

〇表彰ならびに懸賞金授与 

〇館長講評 

〇その他 


